
平
成
三
十
年
二
月
二
十
三
日
提
出

質

問

第

九

七

号

労
働
政
策
審
議
会
の
「
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
要
綱
」
に
対
す

る
答
申
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

逢

坂

誠

二
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労
働
政
策
審
議
会
の
「
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
要
綱
」
に
対
す

る
答
申
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
九
年
九
月
十
五
日
、
厚
生
労
働
省
の
労
働
政
策
審
議
会
は
、
「
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
案
要
綱
」
に
つ
い
て
、
労
働
政
策
審
議
会
の
各
分
科
会
・
部
会
で
審
議
を
行
っ
た
結
果
を
厚
生
労
働
大
臣
に

対
し
て
書
面
に
て
答
申
（
「
本
答
申
」
と
い
う
。
）
を
行
っ
た
。
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
同
日
付
け
で
、
「
こ

の
答
申
を
踏
ま
え
て
法
律
案
を
作
成
し
、
次
期
国
会
へ
の
提
出
の
準
備
を
進
め
ま
す
」
と
の
意
向
が
示
さ
れ
て
い
る
。

労
働
政
策
審
議
会
の
運
営
お
よ
び
本
答
申
の
意
味
に
疑
義
が
あ
る
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

本
答
申
で
は
、
厚
生
労
働
省
の
労
働
政
策
審
議
会
は
、
「
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
案
要
綱
」
に
つ
い
て
審
議
を
し
た
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
労
働
政
策
審
議
会
は
、
当
該
法
律
案
要
綱
の
み
な
ら
ず
、
当

該
法
律
案
の
厚
生
労
働
省
案
を
審
議
し
た
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

二

本
答
申
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
か
ら
、
「
厚
生
労
働
省
案
は
、
当
分
科
会
所
管
関
係
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
妥
当

と
認
め
る
」
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
「
お
お
む
ね
妥
当
と
認
め
る
」
と
の
表
記
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
何
か
。
当
該
案
に
つ

い
て
そ
の
分
科
会
で
審
議
、
精
査
し
、
厚
生
労
働
省
案
の
内
容
等
に
つ
い
て
、
問
題
な
い
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
と
い
う
理

一



解
で
よ
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

三

労
働
政
策
審
議
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
の
委
員
の
任
命
基
準
は
何
か
。
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

四

労
働
政
策
審
議
会
令
第
十
条
で
は
、
「
審
議
会
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
、
資
料
の
提
出
、
意
見
の
表
明
、
説
明
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
示

さ
れ
て
い
る
が
、
審
議
さ
れ
る
案
の
裏
付
け
と
な
る
よ
う
な
調
査
結
果
が
当
該
分
科
会
に
提
出
さ
れ
、
審
議
の
た
め
の
資
料

に
す
る
こ
と
は
、
科
学
的
知
見
に
基
づ
い
た
審
議
を
す
る
た
め
に
は
必
要
か
つ
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。
政

府
の
見
解
如
何
。

五

厚
生
労
働
省
の
提
出
予
定
法
律
案
の
審
議
の
た
め
に
は
、
実
際
の
労
働
者
の
労
働
時
間
、
就
業
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と

は
不
可
欠
と
考
え
る
。
労
働
政
策
審
議
会
の
分
科
会
の
委
員
の
任
命
基
準
に
お
い
て
、
統
計
調
査
な
ど
の
活
用
に
関
す
る
基

礎
的
知
識
が
備
わ
っ
て
い
る
か
な
ど
の
観
点
は
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

六

本
答
申
に
係
る
「
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
要
綱
」
に
つ
い
て
審
議
し
て
い

た
、
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
日
の
第
百
四
回
労
働
条
件
分
科
会
で
、
「
平
成
二
十
五
年
度
労
働
時
間
等
総
合
実
態
調
査
結

果
」
が
提
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
元
に
な
っ
た
調
査
結
果
（
「
原
票
デ
ー
タ
」
と
い
う
）
で
は
、
一
般
労
働
者
の
一
日
の
残
業

二



時
間
が
四
十
五
時
間
や
二
十
四
時
間
と
い
う
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
と
承
知
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
事
実
で
あ
る
か
。

七

一
日
が
二
十
四
時
間
で
あ
る
以
上
、
一
日
に
四
十
五
時
間
の
残
業
を
行
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
か
か
る
調
査
結
果

は
、
「
審
議
会
」
が
「
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
」
の
「
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
、
資
料
の
提
出
、
意
見
の
表

明
、
説
明
そ
の
他
必
要
な
協
力
」
に
相
当
す
る
も
の
と
は
到
底
認
め
ら
れ
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

八

六
お
よ
び
七
に
関
連
し
て
、
分
科
会
に
提
出
さ
れ
た
調
査
結
果
の
基
礎
と
な
る
原
票
デ
ー
タ
に
重
大
な
瑕
疵
が
あ
り
、
そ

れ
が
伏
せ
ら
れ
た
ま
ま
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
で
当
該
法
律
案
の
審
議
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
以
上
、
「
厚
生
労

働
省
案
は
、
当
分
科
会
所
管
関
係
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
妥
当
と
認
め
る
」
と
の
本
答
申
は
撤
回
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え

る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

九

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
「
こ
の
答
申
を
踏
ま
え
て
法
律
案
を
作
成
し
、
次
期
国
会
へ
の
提
出
の
準
備
を
進

め
ま
す
」
と
の
主
張
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
杜
撰
な
原
票
デ
ー
タ
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
厚
生
労
働
省
は
「
国

会
へ
の
提
出
」
と
の
主
張
を
撤
回
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


